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X線撮影、放射線同位元素の使用など
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日本歯科放射線学会、日本口腔診断学会、北九州医工学者会議、九州歯科学会、日本核医学会
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産学官連携実績 （主
要 ３ 件 ）

森本泰宏ら：正常者における歯根膜知覚に対する脳機能評価　̶fMRIによる解析̶.	
 北九医工誌	
 16:	
 23-26,	
 2005.

Morimoto	
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研 究 業 績

研究課題

課題名
PET/CT	
 をはじめとする代謝画像と分子生物学的手法の融合による予知性に富んだ総合診断学の構築

キーワード
MRI、PET-CT、放射線、アポトーシス、癌幹細胞

(５つまで)

共同研究等の実
績

新たなMR	
 siquencesの頭頸部診断に関する応用

講義時間数

歯科放射線学（基礎）

歯科放射線学（実習）

研 究 分 野 画像診断学、放射線生物学

大学運営における主な役
職履歴（過去 5年間）

なし

教 育 実 績

実習時間数

九州歯科大学大学院 博士（歯学）

専 門 分 野 歯科放射線学

担当講座名称 単位数

鬼頭 慎司

口腔診断学講座 画像診断学分野


